












































































































































検 索 条 件：上記 4紙全文記事から、キーワード「せていただ」を含むものを検索する。
「待遇表現」としての「～（さ）せていただく」に関する一考察
33








・ 分析には第二認定者を立て、筆者が抽出した 10例（表 3中の＊）の認定とマッチング
を共に行った。それに基づき、使用例全体の認定を確認し、タイプ分類を決定した。













談　話 エッセイ 記　事 注 合　計
タイプ A  4  1 ― ―  5
タイプ B 43  5 1 6 55
タイプ C 26  5 1 ― 32
合　　計 73 11 2 6 92
表 1　分類項目の意味
分　類 意　味

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































書を追加した 34冊（初級 23冊、中級 11冊）の教科書とした。
6. 2　初級教科書の取り扱い
初級における提出順序はおおむね次のような流れである。




































































































 2 菊地（1997–b）謙譲語 Aは、話手が補語を高め、主語を低める (補語よりも低く位置づける )表


























































『A Course in Modern Japanese』 ICI
『An Introduction to Modern Japanese』 The Japan Times　　
『Basic Japanese for Student』 東京工業大学留学生センター
『Business Japanese』 The Japan Times
『Elementary Functional Japanese』　 アルク
『J. Bridge』 凡人社
『JAPANESE FOR BUSY PEOPLE Ⅲ』 AJALT
『JAPANESE for COLLEGE STUDENTS』 ICU
『Situational Functional Japanese』 筑波ランゲージグループ著
『Step Up NihongoⅠ』 ICI
